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一般財団法人森記念財団 都市戦略研究所（所長：竹中平蔵）が、2008 年より調査・発表している

「Global Power City Index」（GPCI）の 2014 年版がまとまりましたのでお知らせいたします。本ランキングは

世界の主要 40 都市を対象に、都市の総合力を評価している日本初のランキングで、国や都の政策評価

としても活用されています。 

本年度の総合ランキング上位に大きな変動はなかったものの、ロンドンが躍進し 2 位との差をさらに拡

大。4位の東京は、外国人旅行者数の増加などにより文化・交流分野において順位を向上させています。 
  

2014 年 総合ランキング結果（上位 10 都市） ※詳細は次ページ以降をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 
   

※[  ]内の数値は GPCI-2013 のランキング

世界の都市総合力ランキング「Global Power City Index-2014」 
2014 年版 発表 

2014 年版のポイント 

・ 昨年に引き続き、総合ランキングで 1 位となったロンドンは、さらにスコアを伸ばし、2 位のニューヨーク

との差を拡げた。 

ロンドンは経済分野と居住分野におけるスコアをさらに改善し、他の分野でも高水準を維持した。最も

強みとしている文化・交流分野では、海外からの訪問者数、美術館・博物館数などの指標を伸ばした

ことで、その地位を盤石なものにしつつある。 
  

・ 東京は昨年に引き続き 4 位となったが、弱みであった文化・交流分野においては 8 位から 6 位へと上

昇した。これは、外国人旅行者数の大幅な増加等によるものである。 

2013 年には東京における外国人旅行者数が 680 万人を超え、海外からの訪問者数が向上したこと

に加え、国際コンベンション開催件数、ユネスコ世界遺産、ハイクラスホテル客室数などの指標も東

京のスコアを押し上げたといえる。東京は、「市場の魅力」や「交通利便性」などの指標グループにお

いて弱みを抱えているが、今後は五輪開催を契機とした都市力向上の動きが期待されており、将来

的に総合ランキング 3 位のパリを抜く可能性がある。 
  

・総合ランキング上位のシンガポール（5 位）とソウル（6 位）が、いずれも昨年に続きスコアを上昇、東京

（4 位）との差を縮めた。 

シンガポールはコンテンツ輸出額、ソウルはユネスコ世界遺産の指標を伸ばすなど、両都市ともに、

文化・交流分野のスコアが上昇している。 
  

・ 今年初めて調査した都市の「感性価値（人の感性に訴える力）」を加味したランキング（GPCI+）では、

東京が総合ランキングで 3 位となった。 

東京は、感性価値指標である公共の場における安心感、住民の親切さ、国際空港の定時運航率、

移動の快適性に関して高い評価を得た。これは、東京が安全・安心の面で優れていることや、「おも

てなし」の言葉に代表されるようなホスピタリティ、また、公共交通の正確性が優れていることを示して

いるといえる。
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総合ランキングの変動（GPCI-2010～2014） 
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GPCI-2014 トップ 10 都市における分野別順位グラフ １ 
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 ２ 東京の強み・弱み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 変動があった東京の主な指標と、今後の成長可能性 

これまで弱みとなっていた文化・交流分野において「海外からの訪問者数」等で指数が上昇。

日本再興戦略等でも様々な関連目標が掲げられており、東京は今後もさらに成長する可能性が

ある。 
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都市の感性価値と「感性価値」を一部加味した ４ 

世界の都市総合力ランキング（GPCI+） 

都市における生活において、私たち

は、快適さ、安らぎ、興奮等を感じて

いる。言い換えると、都市空間には「人

間の感性に訴える力」が備わっている

といえる。そこで、この力を「都市の

感性価値」と定義し、6つの構成要素（効

率、正確・迅速、安全・安心、多様、

ホスピタリティ、新陳代謝）を設定し

た上で、これに対応する指標を収集し

評価を行っている。 

 
現在、収集を行っている約 40 の感性価値評価指標のうち、11 指標を既存の GPCI に組み入

れ、40 都市に関して感性価値を一部加味した都市総合力ランキング（GPCI+）を行った。 

  

世界の都市総合力ランキングとは 

「世界の都市総合力ランキング」（Global Power City Index）は、地球規模で展開される都

市間競争下において、より魅力的でクリエイティブな人々や企業を世界中から惹きつける、

いわば都市の“磁力”こそが「都市の総合力」であるとの観点に立ち、世界の主要都市の総

合力を評価し、順位付けしたものである。なお、都市別の指標や分析についてより詳細に掲載し

た「GPCI-2014YEARBOOK」を2014年12月刊行予定。 
  

一般財団法人森記念財団 都市戦略研究所とは 

森ビル株式会社の寄付により設立された財団法人において、グローバルな視点からの“都市

戦略研究”に取り組むことを目的に 2008 年に設置された研究所。世界の都市を対象に、都市

空間のみならず環境・社会・政治・経済など様々な角度から都市の現状や将来に関する調査

研究を行い、成果は世界に向けて発信している。 

本件に関するお問合せ 
一般財団法人 森記念財団 都市戦略研究所  担当：大和、佐々木、浜田 
TEL: 03-6406-6800   FAX: 03-3224-7227  Email: info@mori-m-foundation.or.jp 
http://www.mori-m-foundation.or.jp 




